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○中央図書館（LIC はびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里 1-1-1
島泉 8-8-1
羽曳が丘西 2-5-1
樫山 251-1
古市 1541-1

☎ 950-5501
☎ 952-2750
☎ 957-5553
☎ 937-2355
☎ 950-2002

●古市図書館  ☎ 958-0050（水～日曜日 10：00～17：30）
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎ 937-7210（火・木・金曜日13:30～16:30）■開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

市
内
図
書
館

●ちびっこサロン ～おはなし・手遊び・おりがみ など～

[ 日時 ] 8 月 10 日㈬ 10:30 ～
[ 場所 ] 森のゆうびん局 (市役所敷地内)
●図書館クエスト ～クイズに答えてカードをゲット！～
[ 期間 ] 8 月 21 日㈰ まで
[ 場所 ] 陵南の森図書館
●ブックステーションはびきのコロセアム
◆コロだけスタンプラリー
　8 月 30 日㈫までの各開館日
◆工作教室（８月２日㈫ 11:00）
 ・カード入れを作ろう ＜大人向け＞
 ・風鈴を作ろう ＜子ども向け＞

●こわいおはなし会
陵南の森図書館  8 月   7 日㈰ 11:00

中央図書館  8 月 14 日㈰ 14:00

●講演会
　「食とことばが子どもの脳を育てる」
＜講師：平野 直美 氏
　　　　　 （神戸女子短期大学教授）＞
[ 日時 ] 9 月 17 日㈯ 13:30 ～ 15:30
[ 場所 ] LIC はびきの 視聴覚室
[ 定員 ] 80 人（当日受付、先着順）
※保育をご希望の方は、8 月 9 日㈫～
9 月 10 日㈯に中央図書館までお申し込
みください。（１歳半～就学前対象、先
着７人）

●書庫探検ツアー
[ 期間 ] 8 月 3 日㈬～ 5 日㈮ 10:30 ～
[ 場所 ] 陵南の森図書館

●夏休み子ども１日図書館員
中央図書館  8 月 23 日㈫

　　～ 25 日㈭
13:30～16:30

各日 6 人

陵南の森図書館 各日 4 人
羽曳が丘図書館

 8 月 24 日㈬
13:30～16:30

2 人
（各館）丹比図書館

東部図書館
[ 対象 ] 市在住の小学４年生～６年生
[ 申込 ] 8 月 5 日㈮ 10:00、各図書館に
お越しください。※定員を超えた場合
は抽選、初めての方優先

●朗読ボランティア入門講座
＜講師：朗読ボランティアグループ「はびきの」のみなさん＞

日 時
10:00 ～ 12:00
9 月 8 日、29 日、10 月 27 日、11 月 10 日、
24 日、12 月 8 日、22 日（すべて木曜日）

場 所 中央図書館 会議室

今月の休館日

8 月のおはなし会
中央図書館 28 日㈰ 13:30 ～

陵南の森
図書館

14 日㈰ 11:00 ～
20 日㈯ 15:00 ～
21 日㈰
・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長いお話を聞ける子向き）

羽曳が丘図書館 13 日㈯ ,27 ㈯ 15:00 ～
東部図書館 10 日㈬ 10:30 ～
古市図書館 20 日㈯ 15:00 ～

※丹比図書館のおはなし会は 8 月はお休みです。
※市内の全図書館が休館
  （休館日以外は、日・祝も開館）8月31日㈬

夏休み行事

申し込みは、
8 月 8 日㈪ 10:00 より

中央図書館にて受付
（電話可）

先着 15 人

当日の開館時間
10:30 ～16:30

「幸せとは何か？豊かさとは？」
しあわ なに ゆた

「貧
びん

乏
ぼう

とは、少
すこ

ししか持
も

っていないこ
とではなく、かぎりなく多

おお

くを必
ひつよう

要とし、
もっともっととほしがることである。」

「わたしたちは発
はってん

展するためにこの世
よ

に
生
う

まれてきたのではありません。この
惑
わくせい

星に、幸
しあわ

せになろうと思
おも

って生
う

まれて
きたのです。」「人

じんせい

生は短
みじか

く、あっという
まです。そして、命

いのち

よりも大
だい

事
じ

なものは
ありません。」【出

しゅってん

典：汐
ちょう

文
ぶん

社
しゃ

「世
せ

界
かい

でい
ちばん貧

まず

しい大
だい

統
とう

領
りょう

のスピーチ」著
ちょ

者
しゃ

：
くさばよしみ】

2012 年
ねん

6 月
がつ

、ブラジルのリオデジャ
ネイロで開

かいさい

催された「国
こくれん

連持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

会
かい

議
ぎ

」で、南
なんべい

米の国
くに

ウルグアイのムヒ
カ大

だい

統
とう

領
りょう

（当
とう

時
じ

）がスピーチを行
おこな

い、世
せ

界
かい

に衝
しょうげき

撃を与
あた

え、多
おお

くの人
ひと

の心
こころ

に響
ひび

き、
そして多

おお

くの人
ひと

が考
かんが

えさせられました。

当
あ

たり前
まえ

のことなのに、みんな感
かん

じて
いたことなのに、多

おお

くの人
ひと

がそのこと
には触

ふ

れず、まわりに合
あ

わせて生
い

きて
きました。まるで、裸

はだか

の王
おうさま

様に出
で

てく
る村

むらびと

人のように。
消
しょうひ

費社
しゃかい

会の中
なか

で、豊
ゆた

かさの象
しょうちょう

徴とし
て多

おお

くのものを手
て

に入
い

れ、その代
だいしょう

償と
して、目

め

の前
まえ

の請
せいきゅうしょ

求書とクレジットカ
ードの支

し

払
はら

いのために、働
はたら

いて、働
はたら

い
て！結

け っ か

果として、恋
こいびと

人や家
か

族
ぞく

、友
ともだち

達と
一
いっしょ

緒にゆっくりと食
しょくじ

事をし、語
かた

らい、
共
とも

に過
す

ごす時
じ

間
かん

がないと多
おお

くの人
ひと

が嘆
なげ

いています。慌
あわ

ただしく生
い

きにくくな
った現

げんだい

代社
しゃかい

会の中
なか

で、人
ひとびと

々は勝
しょうしゃ

者と敗
はい

者
しゃ

、虐
しいた

げる者
もの

と虐
しいた

げられる者
もの

などに位
い

置
ち

づけられ、格
かく

差
さ

が生
う

まれ、差
さ

別
べつ

が生
う

まれ、さまざまな問
もんだい

題が起
お

こっていま
す。

ムヒカ氏
し

が日
に

本
ほん

人
じん

に向
む

けたメッセー
ジに次

つぎ

のことばがあります。「私
わたし

がさ
まざまな場

ば

で提
ていげん

言してきた考
かんが

え方
かた

は、

もしかしたら日
に

本
ほん

で伝
でんとうてき

統的に引
ひ

き継
つ

がれ
てきた文

ぶん

化
か

と、根
こんてい

底で通
つう

じているのでは
ないでしょうか。」と。かつて日

に

本
ほん

では、
無
む り

理に富
とみ

を求
もと

めようとはせず、行
おこな

いが清
きよ

らかであるがゆえに貧
まず

しく質
しっ

素
そ

な生
せいかつ

活に
安
やす

んじていることを「清
せいひん

貧」と呼
よ

び、心
こころ

の正
ただ

しきこと、人
ひと

としての尊
そんげん

厳を大
たいせつ

切に
する生

い

き方
かた

に美
び

徳
とく

を見
みい

出
だ

してきました。
最
さいきん

近よく耳
みみ

にする「スローライフ」や
「田

い な か

舎暮
ぐ

らし」。必
ひつよう

要以
い

上
じょう

に多
おお

くのものを
欲
ほっ

せず、自
じ

分
ぶん

を大
たいせつ

切にし、人
ひと

と人
ひと

との関
かか

わりを大
たいせつ

切にして生
い

きる。これもまた一
ひと

つの生
い

き方
かた

です。
もう一

いち

度
ど

みんなで考
かんが

えてみませんか。
自
じ

分
ぶん

にとって「何
なに

が幸
しあわ

せ」で、「何
なに

が大
たい

切
せつ

」で、
そのために「今

いま

、何
なに

をすべきなのか」を。
ほんの少

すこ

しの心
こころ

の余
よ

裕
ゆう

、譲
ゆず

り合
あ

い、思
おも

い
やりで、人

ひと

と人
ひと

との間
あいだ

の諍
いさか

いを少
すく

なくす
ることができるのではないでしょうか。


